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マイナンバー制度への
ＴＫＣシステム対応について

アンケートの声

■私が提供していたサービスは「自経化」
だったと反省しました。業務管理をタイム
リーに行える為にはどうすればいいのか。
1件1件見直していきたいと思います。

■自分が担当している関与先がなかな
か自計化ができていなく、自計化の本当
の意味や価値を伝えきれていないのかな
と反省です。

１．マイナンバー制度への対応
①ＰＸまいポータル導入目的
②ＰＸまいポータル利用状況
③更に便利で使いやすくなるTKCシステム

会計事務所の巡回監査を前提とした

ＴＫＣ ＦｉｎＴｅｃｈサービスが２０１６年６月
より提供開始になります！！！

ＴＫＣ神戸ＳＣＧサービスセンター伊藤セン
ター長よりシステムデモを行いました！

平成2８年６月８日（水）１３：００～１７：００
於）ホテルクラウンパレス神戸

１．平成27年9月に金融庁の金融行政方針
金融機関（Ｈ銀行）がクラウド会計ソフト（Ｆ社）と業務提携により積極的な販売活動を展開

→クラウド会計ソフトで自動仕訳によって作られた会計データや決算書の信頼性は高いのか
２．会計人の役割
会計本来の役割は、正確性や検証可能性そして透明性に担保された信頼性の高い継続記録で計算
「私たちＴＫＣ会計人は、私たちが作成した決算書や税務申告書について、その計算の信頼性を
保証する業務の実践を目指す。この保証業務こそＴＫＣ会計人の未来業務として大きな柱となる。」
３．ＴＫＣ会計人の自計化への取組み

(株)ＴＫＣより、信頼性の高いＦｉｎＴｅｃｈサービスを28年6月より提供される。これにより、関与先の経理
業務は劇的に省力化する。自計化による自動仕訳は今後も進み、将来、記帳代行業務が消えることに
なる。私たち会計人の生き残る道は、決算書や申告書の信頼性を保証する業務と関与先の財務経営
力の強化に資する業務である。今こそ、ＴＫＣ会計人が主導権を発揮し、自計化を推進しよう！

ＴＫＣ近畿兵庫会
稲田 実先生

ＴＫＣ四国会
北條 伊織先生

ＴＫＣ九州会
佐原 徹三先生

１．自計化推進前の事務所
他社システム併用、記帳代行、起票代行がメイン
２．なぜＴＫＣの自計化なのか
☆業績管理をタイムリーに行う
「その為には、毎月初旬には細分化された資料が必要で、
その為には、合理的なシステムが必要なのは明確です。
それならば、ＦＸ２等の戦略経営者システムが一番です。
その理由は、経営者に必要なのは管理会計だからです。」
３．提案から納品まで
お客様の悩み…思ったより売上が上がらない、
資金繰りが厳しい毎月の販売管理、給与計算
切り口は…売上の管理、給与計算の合理化
しかしそれだけでは自計化は進まない…

スピード→シンプル→細分化
①ＩＢ利用＆ＦＸとの連携
②他社販管システム等との連携
③ＦＸ２の機能を段階的にフル活用
◇口座別・取引先別・部門管理で業績管理
◇支払管理機能で短期の資金繰り管理
◇ＭＲ設計ツールで方法は無限大

自計化とは、経営者自らが。
正確な数字に基づいて、
業績管理をタイムリーに伝える
状態であること。

１．黒字化支援
①決算検討会→継続ＭＡＳの活用
決算予測、次期経営計画の策定（モニタリング）
②経営改善計画策定/７０００Ｐ
実績：二輪車販売業、家電販売業など計６社
③企業防衛
大同生命担当者と月初会議を開催する
また対象先への推進方法を確認する
④事務所主催セミナーを定期的に開催
内容：税制改正、経営改善、マイナンバーなど
⑤事務所通信を持参、ＢＡＳＴの活用
⑥常に励ましの言葉で激励する

ＴＫＣ神戸ＳＣＧサービスセンター
センター長 伊藤元大

２．書面添付の重要性
①社会のためにある
租税正義の実現、税理士法１条、３３条の２
②関与先のためにある
経営改善の出発点、決算書の信頼向上など
③事務所のためにある
業務品質の向上、職員教育の充実など

ＴＫＣシステムは、トータルシステムであり、単独で
使用しても効果は出ません。ＫＰＩ実践割合を高め、
事務所総合力を強化しましょう。
すべては、お客様の成長発展のために！！！

１．ＴＫＣのＦｉｎＴｅｃｈサービス
２．今後の展開
①証憑ストレージサービス（仮）
②月次試算表提供サービス（仮）
③最新業績閲覧サービス（仮）
３．ステップアップ研修会

ＦｉｎＴｅｃｈサービス
ＴＫＣシステムの今後の展開


